
一般国道９号 駟馳山バイパス
しちやま 事業費 １，８５０百万円
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効果１）『安全で信頼性の高い道路ネットワークの確保』

災害や緊急時における代替路を整備し、
安全で安心な性格を確保します。 駟馳山峠の線形

不良個所を回避

国道９号が通行止
時においても東西
の交流を確保
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［現況］
国道9号経由：約32分

［将来］
バイパス経由：約27分

約5分短縮
(約2割短縮)

効果２）『所要時間の短縮』

駟馳山バイパスの整備により、所要時間が５分
短縮されます。

※現況：Ｈ17年度道路交通センサス混雑時旅行速度より算出
将来：駟馳山バイパス本線の旅行速度80km/h、アクセス部の旅行速

度60km/hとして算定

※整備なし、整備あり時の交通量はH42 交通量推計結果による
※算出方法は『交通事故減少便益原単位の改定案について
；H15.3国土交通省』による

期待される整備効果

駟馳山バイパスは、一般国道９号の岩美郡岩美町から鳥取市福部町間の交通安全の確保及び

峠部の線形不良箇所の解消を目的とする道路です。

平成２１年度は、引続き設計及び用地買収を促進し、福部地区及び大谷･本庄地区等において、

改良工事（盛土・地盤改良）及び湯山高架橋などの橋梁工事を推進します。

岩美ＩＣ付近から西方面を望む 大谷地区から岩美ＩＣ方面を望む
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工事進捗状況（大谷地区付近）

湯山高架橋


